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�平成 22年度 徳島大学病院治験貢献賞 授与式

❷ 徳島治験ネットワーク便り

�学会参加報告

�臨床研究推進部門より

�先進医療推進セミナー 開催報告

�スタッフ紹介

�お知らせ

❽ 編集後記

とったど〜 !!（阿波市）
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徳島治験ネットワーク 臨床試験推進シンポジウム２０１１ 開催報告徳島治験ネットワーク　臨床試験推進シンポジウム２０１１　開催報告

　臨床試験管理センターでは、毎月定例のセミナーの他、

上記のようなシンポジウムを年に数回開催しております。

開催が決定次第、随時臨床試験管理センターや徳島治験

ネットワーク機構のホームページ上に掲載しておりますの

で、是非ご覧下さい。

　多くの方のご参加をお待ちしております。

　平成２３年３月２５日に、「徳島治験ネットワーク臨床試験推進シンポジウム２０１１」

を日亜メディカルホール（徳島大学病院西病棟１１Ｆ）において開催しました。

　今回のシンポジウムには、滋賀医科大学　内科学講座（糖尿病・腎臓・神経内科）

の前川　聡先生にお越しいただき、「滋賀県における糖尿病診療の現状と今後の展

望」と題した特別講演をいただきました。前川先生が取り組まれている臨床研究等

についてもお話いただき、参加された方々は真剣な面持ちで聞き入っていました。

　休憩を挟んだ後に、当センターの楊河センター長、松久副センター長の進行によ

る「地域連携の推進と治験・臨床研究への展開」と題したディスカッションを行いました。パネリストとして、安芸宏

信先生（安芸内科　理事長）、白神敦久先生（徳島県立中央病院　内科（糖尿病、代謝・内分

泌）内科医長）、藤中雄一先生（内分泌・代謝内科　講師）、船木真理先生（糖尿病対策セン

ター長）にご参加いただき、前川先生にもアドバイザーとして加わっていただきました。

　パネリストの先生方からは、それぞれのお立場から病診連係のあり方について、またその可

能性についてのご意見等をいただくことが出来、短い時間ながら非常に充実したディスカッ

ションとなりました。

　今回のシンポジウムでは、地域における連携を深めることの重要性・必要性を再認識する良

い機会となりました。今後も、徳島治験ネットワークが地域に根ざした治験、臨床研究の場と

なるようセンター員一同頑張って参りたいと思います。

　この場をお借りして、ご講演いただきました前川先生、ディスカッションにご参加いただき

ましたパネリストの先生方に御礼申し上げます。

第４回徳島治験ネットワーク ＣＲＣ研修会 開催報告第４回徳島治験ネットワーク　ＣＲＣ研修会　開催報告

　平成２２年５月より開始した「徳島治験ネットワークＣＲＣ研修会」の、

本年度最終になる第４回研修会を開催しました。

　今回は、治験啓発活動を自施設だけでなく、徳島治験ネットワーク

の複数の施設で、より効果的に行うための方法を検討しました。グルー

プに分かれて、各施設の治験啓発活動の現状などを情報交換し、共同

で実施できる啓発活動について話し合いました。

　具体的な方法については今後の課題となりましたが、まずは既に徳

島治験ネットワークで作成ずみのポスターを活用し、各施設で同時に掲示することになりました。

　平成２３年度もこの研修会を継続して企画する予定です。（ＣＲＣ　久米）

徳島治験ネットワーク勉強会“カット・ドゥ・スクエアについて” 開催報告徳島治験ネットワーク勉強会“カット・ドゥ・スクエアについて”　開催報告

　近年治験の活性化、迅速化を図る上で、治験事務の効率化が重視されるようになり、平成１９年１２月厚生労働省通知

で ｢ 治験依頼者の負担軽減と治験の効率化に関するアクション ｣ の一つとして“書式の統一”が示されました。徳島治

験ネットワークにおいても各施設の御協力の下、“統一書式”を導入しておりますが、上手く活用しているとはいい難い

のが現状だと思われます。

　そこでこの度、統一書式に基づき効率的な文書作成を可能にするシステムの開発、

促進に努めておられる、日本医師会治験促進センター情報システム部・若井修治研

究員をお招きし、“カット・ドゥ・スクエア”の現状と将来構想を熱く語って頂き

ました。簡単なデモンストレーションも挟み、分かりやすく話して頂き、終了後に

は活発な質疑応答が行われました。今後も引き続いての交流を御願いして終了しま

した。

　システムの詳細は、http://www.jmacct.med.or.jp　でご覧下さい。
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　平成２３年２月４日〜５日に開催された、日本臨床試験研究会第２回学術集会

総会に参加し、当センターからは楊河センター長が「徳島大学における研究者主

導臨床研究に関する倫理審査業務の現状」についてポスター発表を行いました。

　臨床研究に関する倫理指針改正に伴う倫理性担保への対応と、年々増加する申

請課題数、申請や研究自体に関する相談への対応など、研究責任者、研究事務局

などの実務は確実に増加しています。そのような現状の中、体制整備に苦慮して

いるという報告が他の施設からも沢山ありました。

　臨床研究に携わる多職種が集まる研究会として発足された本会に参加し、臨床

研究を取り巻く現状や取り組みについて情報を得ることができ、大変良い機会と

なりました。

日日本本臨臨床床試試験験研研究究会会 第第２２回回学学術術集集会会総総会会 参参加加報報告告 ＣＣＲＲＣＣ 佐佐藤藤 千千穂穂

　平成２３年２月１３日に、徳島大学長井記念ホールに於いて開

催された第２４２回徳島医学会学術集会にて「徳島治験ネットワー

ク機構の広報活動に関する報告」という演題でポスター発表を行

いました。

　臨床試験管理センターが徳島治験ネットワーク機構の事務局

として行っている各種の業務の中から特に広報活動について取

り上げ、「徳島治験ネットワーク登録医療機関」「製薬企業」「一

般市民」の３つの対象に向けた活動をそれぞれ紹介させて頂きま

した。

　今後も徳島治験ネットワーク機構の活動について多くの方に

知って頂き、徳島県の治験推進に努めていきたいと思います。

第第２２４４２２回回 徳徳島島医医学学会会学学術術集集会会 発発表表報報告告 事事務務局局 下下村村 智智子子

　平成２３年３月３日に、高知大学医学部附属病院臨床試験センター主催で行われた臨床試験セミナーを受講し

てきました。今回のセミナーでは、新潟大学医歯学総合病院医療情報部の赤澤宏平先生による「医学研究で必

要となるサンプルサイズの推定方法　−求め方と留意点−」という講演で、臨床試験等を行う際の適切なサン

プルサイズに関する実践的な方法についての知識を得ることが出来ました。

　高知大学医学部附属病院臨床試験センターとは、四国地区の大学病院の治験・臨床試験担当部署が連携して

２年前に構築された四国地区治験推進連絡協議会などを通じて、積極的に情報交流をしており、今回もその一

環としてセミナーに出席してきました。今後も各大学との間でこのような交流の機会を増やしていければと思

います。

高高知知大大学学医医学学部部附附属属病病院院臨臨床床試試験験セセミミナナーー 参参加加報報告告 助助教教 片片島島 るるみみ

「CRC と臨床試験のあり方を考える会議２０１１ in 岡山」が開催されます。

徳島大学病院臨床試験管理センターからも参加を予定しておりますので、

会場にて多くの他施設の皆さまと、意見交換・情報交換をさせていただきたいと思います。

　◆開　催　日：平成２３年９月２４日（土）、２５日（日）

　◆開催場所：岡山コンベンションセンター、岡山市デジタルミュージアム

　◆会議代表：千堂年昭先生（日本臨床薬理学会）

　　　　　　　　　　　　　（岡山大学病院薬剤部／治験センター）
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新規承認一覧（条件付き承認と修正の上承認を含む）

３ 月 承 認 （ １ ４ 件 ）２ 月 承 認 （ １ ２ 件 ）１ 月 承 認 （ １ ６ 件 ）

研 究 責 任 者 所 属番 号研 究 責 任 者 所 属番 号研 究 責 任 者 所 属番 号

心 臓 血 管 外 科 学 分 野1 1 4 1救 急 集 中 治 療 医 学8 8 8消 化 器 ・ 移 植 外 科1 1 1 0
循 環 器 内 科1 1 4 3放 射 線 科 学 分 野1 0 7 6麻 酔 科1 1 1 8
循 環 器 内 科1 1 4 5放 射 線 科 学1 1 3 3メ ン タ ル ヘ ル ス 支 援 学 分 野1 1 1 9
呼 吸 器 ・ 膠 原 病 内 科1 1 4 6放 射 線 科1 1 3 4予 防 歯 学 分 野1 1 2 0
呼 吸 器 ・ 膠 原 病 内 科 学1 1 4 7小 児 医 学1 1 3 5口 腔 保 健 衛 生 学 分 野1 1 2 1
脳 神 経 外 科1 1 4 8小 児 科1 1 3 6循 環 器 内 科1 1 2 2
歯 科 （ 第 二 補 綴 科 ）1 1 4 9脳 神 経 外 科1 1 3 7循 環 器 内 科1 1 2 3
輸 血 部1 1 5 0助 産 学 分 野1 1 3 8消 化 器 ・ 移 植 外 科1 1 2 4
小 児 科1 1 5 1地 域 看 護 学 分 野1 1 3 9泌 尿 器 科1 1 2 5
神 経 内 科1 1 5 2女 性 の 健 康 支 援 看 護 学1 1 4 0地 域 産 婦 人 科 診 療 部1 1 2 6
細 胞 ・ 免 疫 解 析 学 分 野1 1 5 3統 合 生 理 学 分 野1 1 4 2地 域 産 婦 人 科 診 療 部1 1 2 7
精 神 科 神 経 科1 1 5 4消 化 器 ・ 移 植 外 科1 1 4 4歯 科 （ か み あ わ せ 補 綴 科 ）1 1 2 8
口 腔 顎 顔 面 補 綴 学 分 野1 1 5 5血 液 内 科1 1 2 9
地 域 看 護 学 分 野1 1 5 6分 子 医 化 学 分 野1 1 3 0

小 児 科1 1 3 1
消 化 器 内 科1 1 3 2
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●今回の大災害を前にして、小さな自分が出来ることは、ただただ毎日を一生懸命に生きることだけだと感じます。１００億円の寄付は

出来ませんが、自分なりの支援を精一杯していきたいと思います。（鈴木）

●助け合いによる効力は競争心で頑張る力より何十倍も大きい、と聞いたことがあります。世は相持ち。私に出来ることを考え、行動した

いと思います。被災された皆さまに心よりお見舞い申しあげますとともに、１日も早く復旧されますようお祈り申し上げます。（下村）

●東日本大震災の被害のニュースには心が痛みますが、各地での支援のお話を聞く度に人の暖かさも感じます。徳島大学でも募金を行

い、医療チームを結成し派遣するなどしています。徳島大学での支援の思いが、復興に繋がりますように。（三好）

●今年は春が遅く、寒い日が続いたので桜の花が格別きれいでしたね。春は出会いと別れの季節、桜をみると心はずむ半面物悲しくな

るのは私だけでしょうか。（高井）

●いつの間にか桜が満開になり、春と共に息子も２歳になりました。最近急激に成長し、「じいじ、ばあば」と連呼しては祖父母を喜ばせ

ていますが、親を呼ぶときになぜか教えていないはずの「ママ、パパ」。ママにはほど遠い私は落ち着かない日々を過ごしています。せ

めてお母ちゃんにして欲しいなと思う今日この頃です。（丸笹）

　平 成２３年２月

１６日 に 日 亜 メ

ディカルホール

（徳島大学病院　

西病棟１１F）に於

いて、先進医療推

進セミナーを開催

しました。

　本院医事係より、先進医療に係る申請方法

の紹介の後に、特別講師として立命館大学　下妻晃二郎先生をお招きし、ご講演を

いただきました。

　「臨床試験における健康アウトカム評価」と題された講演では、医療者による「客観的な」評価だけでなく、

患者から直接得られる“主観的評価”の有用性や現状など、臨床研究などに携わる側として、興味深く参考に

なる内容でした。質疑応答では、特に重い疾患の患者さんに接する機会の多い参加者からの質問なども活発に

出され、充実した講演となりました。

●お知らせ●　平成２３年４月１日付で、安井 夏生先生が徳島大学病院長にご就任されました。


